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“災害は忘れた頃にやってくる” 
                            By   寺田 寅彦 

 

写真と言葉説明 

みなさん、知っている方も多いと思いますが、上記の写真は東日本大震災で 

約７万本の松原からたった１本、津波に耐えた一本松です。 

震災を風化させないためにも、復興のためにも大切な希望の形です。 

震災を忘れないでほしい。これは、東北の人々の願いです。震災を忘れず、同じ過ちを 

繰り返さないために、災害にそなえる。私は、これも一種の支援の形だと思っています。 

また、上記の言葉は有名な高知県出身の物理学者、寺田寅彦のものです。 

3.11 を忘れていませんか？12月 7日に起こった地震は震災を風化させている日本人に 

対しての自然からの忠告だと思います。震災のニュースも少なくなっています。 

9月１日、防災の日、学校全体で震災を思い出してもよかったのではないでしょうか。 

伝えたいこと 

私は、高知県代表として東日本大震災後の被災地のボランティアに行きました。 

薄暗い雲、瓦礫しかない町並み、目の前で友達が津波で流されたなど、自らの目と耳で 

感じてきました。この経験を無駄にするわけにはいかないと強く思いました。 

そのため、震災を風化させず、同じ過ちを繰り返さないようにする使命があると 

思っています。しかし、上手くアクションを起こせていませんでした。ですから、 

この機会を使わせてもらいました。私たちの若い世代は南海大地震や首都直下型 

地震に必ず向き合わなければなりません。そして、この課題に打ち勝つために 

少しでも防災に関心を持ってくれたら嬉しく思います。 

よかったら、「防災」について共に考えませんか。安心で安全な未来のためにも（＾＾） 

 

クイズの答え 

Q.1 ②  Q.２ ② 

Q.3 ③  Q.4 ① 

Q.5  ② 

 

正解数判断！ 

５個  防災人だ！ 

３、４個 いいよ！ 

１、２個 ファイト！ 

０個 Oh－！Ｎo～！ 

 

 

 


